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温めたい飲料の入ったカッ 
プをスチーム・給湯ノズル 
の下に置いてください。 

飲料の温め：温めの最中は 
カップを少し回して動かし 
てください。 

温めが終了したら、ノブ 
を停止位置（　）まで戻し 
ます。 

使用した後は、Ｐ39の記載の通りスチーム・給湯ノズルをクリーニングして下さい。 

注：もしディスプレイがスチームアイコン 　　 を表示していたら、ステップ４の通り 

　　ノブを回すだけでスチーム機能が利用できます。 

同じ事を繰り返して、 

その他の飲料も温める 

ことができます。 

アイコンを押します。 “スチーム”を選んでく 
ださい。 

ノブを　　 の位置まで回 
します。 

 

メインメニューに戻る時 
には　 を押してください。 

スチーム機能（飲料の温め） 
初めに少しお湯が噴霧され、その後スチームが出てきます。スチーム・給湯ノ 
ズルは高温のため素手では触れないでください。 
適切なハンドルのみ、ご利用ください。 

テキスト 
ヒョウジ  

8:  30 am
15/06/06 メニュー 

スチーム 

オユ 

スチーム 

スチーム 

オユ 

スチーム 

テキスト 
ヒョウジ  

8:  30 am
15/06/06 メニュー 
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“スチーム”機能を選択し 
ます。（P16のステップ2、 
3参照） 

スチーム・給湯ノズルを 
ミルクの中に差し入れて 
ください。 

ノブを　　 の位置まで回 
します。 

ミルクの泡立て：ミルク 
の泡立て中は、カップを 
ゆっくり回して動かして 
ください。 

泡立てが終了したら、ノ 
ブを停止位置（　）まで戻 
します。 

冷たいミルクをカップへ 
1/3ほど入れてください。 

抽出口の下にカップを置く。 メインメニューに戻るに 
は 　を押してください。 

コーヒー抽出のため、アイ 
コンを１回押してください。 

スチーム使用後はＰ39に記載された通り、スチーム給湯ノズルをクリーニングして下さい。 
２杯のカプチーノを作る場合： 
・以下の１から６のステップに従い、２杯分のミルクを泡立ててください。 
・7から９のステップに従い、２杯分のコーヒーを抽出してください。（抽出したい 
　コーヒーのアイコンを2度押します。） 

カプチーノ 
初めに少しお湯が噴霧され、その後スチームが出てきます。スチーム・給湯ノ 
ズルは高温のため素手では触れないでください。 
適切なハンドルのみ、ご利用ください。 

スチーム 

オユ 

スチーム 

スチーム 

オユ 

スチーム 

テキスト 
ヒョウジ  

8:  30 am
15/06/06 メニュー 

16 17スチーム カプチーノ



1 2

6 7 8

3

4 5

ミルクピッチャーに必要量 
のミルクを入れてください。 
（表示されているMINから 
MAXの間で） 

ミルクピッチャーをミルク 
アイランドのベース上に置 
きます。ベースのライトが 
グリーンになっているか確 
認してください。 

黒いハンドル部分を持っ 
てミルクピッチャーを外 
してください。 

ミルクピッチャーを優し 
く回しながら、カップへ 
ミルクフォームを注いで 
ください。 

ミルクフォームの入ったカ 
ップを抽出ノズルの下に置 
きます。そしてコーヒーを 
抽出して下さい。 

ノブを　　の位置まで回 
します。 

ミルクが泡立つまで、お 
待ちください。 

ミルクがお好みの状態ま 
で泡立ったら、ノブを停 
止位置（　）まで戻してく 
ださい。 

連続２分間のスチームを噴 
出すると、ミルクアイラン 
ドは自動的に停止します。 
さらにスチームを使用する 
場合はノブを（　）位置まで 
回し、そして  へ戻して 
ください。 

この装置で（オプションとして購入できます）、簡単においしいカプチーノを作る 
ことができます。 

重要事項：ミルクピッチャー内のミルクの量は“MIN”レベルを以下でも 
“MAX”レベル以上であってもいけません。ミルクアイランドの使用後は、 
全ての構成部品を十分に洗浄してください。 

最上のカプチーノを作るためには（摂氏0～8度/華氏32～45度）の冷たいミル 
ク、部分脱脂粉乳の使用をお勧めします。 

警告：正しくミルクアイランドを使用するために、マニュアルの事前注意を 
　　　良くお読みください。 

メニューのアイコンを２秒間 
押し続けてください。 

各メニューはお好みによりプログラミングが可能です。お好みに合わせたメニューには、 
アイコンの上に星印がつきます。 

お好みのメニューのプログラミング 

お好みに合わせてプログラミングすると、その特別メニューに合わ 
せて抽出されます。コーヒー抽出量などを変更する場合は、再度プ 
ログラミングして下さい。 

ドリンクプログラミングメニュー 

テキスト 
ヒョウジ 

8: 30 am
15/06/06 メニュー 

テキスト 
ヒョウジ 

8: 30 am
15/06/06 メニュー 
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スタートを押すことで、 
マシンはコーヒー抽出の 
用意を始めます。 

標準設定に従って、メニ 
ューが抽出されます。 

メニュー抽出を停止す 
るには、“チュウシュツテ 
イシ”を押してください。 
これが抽出停止をする 
唯一の方法です。ボタ 
ンを押さないとコーヒ 
ーが溢れてしまいます。 

抽出が終わったら、５秒 
以内に　 　を押してくだ 
さい。 

　　を押さないとメイ 

ンメニューに戻ってし 

まい、お好みの設定は 

保存されません。 

ディスプレイにメニュー設 
定が終了したサインが表示 
され、メインメニューに戻 
ります。 

“スタート”が押され 

ると、マシンは抽出を 

実行します。 

 

お好みの設定をしたいメ 
ニューのアイコンを押し 
ます。（符号するアイコン 
を2秒間押してください） 

このメニューで設定可能なこと： 

粉末コーヒーによる 
抽出の選択 

設定の保存 前の画面に戻る 

グラインドされるコ 
ーヒー豆量の設定 
（適量投与） 

スタート 

コーヒー 

コーヒー 

コーヒー 

コーヒー 

コーヒー 

コーヒー 

チュウシュツ 
テイシ 

チュウ 
シュツ 
リョウ 
セッテイ 

セッテイスミ 
チュウシュツ 
リョウ 

ホゾンシマシタ 

エスプレッソ／ブレンドコーヒー／アメリカンタイプ 

テキスト 
ヒョウジ  

8:  30 am
15/06/06 メニュー 

出荷時設定のコーヒー量
を変更したい場合は、抽
出が終わる前に“チュウシ
ュツリョウセッテイ”を押
し、お好みの量になった
ら、“チュウシュツテイシ”
を押してください。 

チュウシュツ 
テイシ 

チュウ 
シュツ 
リョウ 
セッテイ 

マシン機能の一部はお客様 
のお好みの合わせて設定す 
ることができます。 

“メニュー”を押してください。 

メインのプログラムメニュー 

マシン操作の設定 
（P21参照） メニュー設定（P25参照） 

設定（P27参照）： 
-現在の日時； 

-スタンバイモード； 
-１日の間のON/OFF 設定 

（節電機能） 

プログラム出口 

メニュー 
セッテイ 

マシン 
セッテイ 

ニチジ 
セッテイ 

 

メンテナンス 
セッテイ 

次頁 

クリーニングサイクル 
（P32参照） 

スタンバイモード起動 

スペシャル機能 
（P37参照） 

プログラム出口 

スペシャル 
キノウ 

前のページに戻る 

各々の以下のメニュー設定後、 

-  を押すと、新しい設定は保存されず前ページに戻ります。 

-  を押すと、保存されます。 

-  を押すと、新しい設定は保存されずメインメニューに戻ります。 

 マシンの設定 

テキスト 
ヒョウジ 

8: 30 am
15/06/06 メニュー 

1. メインメニュー 

2. メインメニュー 

20 21マシンの設定



＜表示言語とディスプレイ＞《言語》メニュー 

＜表示言語とディスプレイ＞《コントラスト》メニュー 

表示される言語の変更を行うには、“コトバ＆ヒョウジ”を押し“コトバ”を押してください。 

この機能は本取扱説明書 
の始めに記載されていま 
す。この設定はマシンを 
使用する国での状況に合 
わせて、正しく調整して 
いただくために重要な事 
項です。 

マシン設定が選択されると以下の画面が現れます。 
このメニューで設定可能なこと： 

設定： 
表示される言語 

ディスプレイのコント 
ラスト 

水処理のための機能設定 

コトバ＆ヒョウジ 

カップウォーマー 

コトバ＆ヒョウジ 

コトバ＆ヒョウジ 

english

コトバ 

English

italiano (it)

italiano (ch)

10 / 15

コントラスト 

10 / 15

ディスプレイの正しいコントラストを設定。 
“コトバ＆ヒョウジ”を押し“コントラスト”を押してください。 

＋又は－を押して、コン 
トラストを調整してくだ 
さい。 

ミズノ  セッテイ 

音響アラームの　有/無 
デンシオン 
セッテイ 

カップウォーマーの 
設定 

deutsch

このメニューで設定可能なこと： 

他の使用可能な言語を 
表示するには； 

  マシンの設定 

1.2 マシン  セッテイ 

1.2.1.1.1 コトバ 

1.2.1.2 コントラスト 

＜警報と音響設定＞＜マシン準備＞メニュー 

＜警報と音響設定＞＜ボタン押しの音＞メニュー 

《カップウォーマー》メニュー 

マシン準備完了の音は常時　有効/無効　に設定することができます。“デンシオン　セッ 
テイ”を押して、“ジュンビカンリョウ　オン”を押してください。 

デンシオン 
セッテイ 

デンシオン 
セッテイ 

デンシオン 
セッテイ 

オフ 

ジュンビ 
カンリョウ 
オン 

オン 

ボタンを押す時の音は常時　有効/無効　に設定することができます。“デンシオン　セッ 
テイ”を押して、“ボタン　カクニンオン”を押してください。 

音響を有効に設定 音響を無効に設定 

オフ 

ボタン 
カクニン 
オン 

オン 
ボタンを押した時 
の音を有効に設定 

ボタンを押した時 
の音を無効に設定 

マシン上部のカップウォーマーの設定を行うには、“ボタン　カクニンオン”を押してください。 

常時カップウォーマー 
を“オン”に設定 

マシンがスタンバイモード 
の時はカップウォーマー 

を“オフ”に設定 

常時カップウォーマー 
を“オフ”に設定 

カップウォーマー 

ツネニ　オン ツネニ　オフ 

スタンバイチュウ 
オフ 

このメニューで設定可能なこと： 

このメニューで設定可能なこと： 

このメニューで設定可能なこと： 

1.2.2.1. ジュンビ カンリョウ  オン 

1.2.2.2. ボタン　カクニン オン 

1.2.3. ボタン　カクニン オン 

22 23マシンの設定



メニューが必ず新鮮な水で作られることを保証するため、内部水経路をクリーニングする 
機能です。この機能は、製造元で初期設定されています。 
注：このリンスサイクルは電源をONにした際、ウォームアップ終了後、常時行われます。 
“ミズノ　セッテイ”を押し“ススギ”を押してください。 

ミズノ 
セッテイ 

ミズノ 
セッテイ 

オフ 

ススギ 

オン 

オン 
リンスサイクルを 

有効に設定 
リンスサイクルを無 
効に設定 

アクアプリマ交換アラームの有効／無効の設定 
マシンはアクアプリマの交換が必要になると、警告表示にて知らせます。 
“ミズノ　セッテイ”を押して“アクアプリマ”を押してください。 

オフ 

アクアプリマ 

オフ 

オン 
管理を有効に設定 管理を無効に設定 

アクアプリマ 
ショキカ 

重要事項：この設定はユーザーが正しいメンテナンスを実行できるように自動的に
　　　　　調整するものです。 
選択： 
オン：P10に見られるようにアクアプリマが水タンク内に装着されている時のみ

設定してください。この機能は“アクアプリマ　ショキカ”を選択すると
自動的に有効になります。 

オフ：アクアプリマを装着しない場合 
アクアプリマ  ショキカ：新しいアクアプリマを装着した時、実行してください。 

アクアプリマの初期化 
（クリーニング）を実行 

このメニューで設定可能なこと： 

このメニューで設定可能なこと： 

＜水の設定＞＜リンス（すすぎ）＞ 

＜水の設定＞＜水フィルター＞メニュー 

1.2.4.1. ススギ 

1.2.4.2. アクアプリマ 

1 2

1 2 3 4

“ミズノ　コウド”設定により、使用する水の硬度を設定することができます。これにより、 
マシンは適宜除石灰作業の警告を表示します。 
水の硬度は１～４で表されます。マシンは出荷時、あらかじめ３に設定されています。 
“ミズノ　セッテイ”を押し、“ミズノ　コウド”を押してください。 

ミズノ 
セッテイ 

3 / 4

ミズノ 
コウド 
3/4

マシンに付属している水 
硬度測定紙を１秒間、水 
に浸けます。 

硬度を確認してください。 

水硬度測定紙は一回しか 
計測できません。 

テストで得られた数字 
を＋や－を押して、設 
定してください。 

このメニューで設定可能なこと： 

＜水の設定＞《水の硬度》メニュー 

1.2.4.3 ミズノ　コウド 

24 25マシンの設定



コーヒー温度の設定。“オンド”を押し、お好みの温度を設定して下さい。 

やや低めの 
温度。 中間温度 

やや高めの 
温度。 

グラインドされるコーヒー量（適量投与）や使用する粉末コーヒーの設定 
コーヒーの量に応じた、お好みのメニュー調節をしたり、プレグラインド機能を用いて 
カフェインフリーのコーヒーの抽出設定も可能です。 

ストロングアロマ 

ヒクメ フツウ 

タカメ 

オンド 

ミディアム 

マイルド ミディアム 

ストロング 

アロマ 

ミディアム 

フンマツコーヒー 

マイルドアロマ ミディアムアロマ 

粉末コーヒーの利用 

コーヒー抽出に使用する水量を設定します。“チュウシュツ-リョウ”を押してください。 

チュウチュツ 
-リョウ 

＋又は－を押して量の 
設定をしてください。 

このメニューで設定可能なこと。： 

使用するカップに応じて、 

量の設定をしてください。 

このメニューで設定可能なこと。： 

このメニューで設定可能なこと。： 

＜適量投与＞一杯あたりのコーヒーの豆量設定 

コーヒー温度設定 

できあがりの量の設定 

1.1.2.2. コーヒー　オンド 

1.1.2.3. コーヒー　アロマ 

1.1.2.4. コーヒー　リョウ 

27

各種コーヒーの一般的な抽出条件を設定するためには、メインメニューの“メニュー 
セッテイ”を押してください。　 

各メニューの設定で可能なこと； 

コーヒー抽出温度 

グラインドされるコーヒー 
豆量（適量投与）や粉末 
コーヒー利用の設定 

コーヒー　プレブルーイ 
イング（蒸らし機能） 

各設定値の下に現在の状態が示されます。 

プレブルーイング（蒸らし機能）抽出設定：本抽出の前に、コーヒーを若干湿らせてその 
味と香りを十分に引き出すためのプレブルーイング（蒸らし機能）が設定できます。 
“プレブルーイング”を押してください。 

通常のプレブルーイング 
（蒸らし機能）抽出 

強い（長い）プレブ 
ルーイング抽出。 

プレブルーイング 
（蒸らし機能）解除 

エスプレッソ コーヒー 

アメリカンタイプ 

プレブルーイング 

ストロング 

オンド 

フツウ 

アロマ 

ミディアム 
チュウシュツ 
リョウ コーヒー抽出量 

ミディアム ストロング 

オフ 

プレブルーイング 

ストロング 

このメニューで設定可能なこと。： 

  メニューの設定 

＜プレブルーイング（蒸らし機能）＞設定 

1.2 メニュー  セッテイ 

1.1.2 コーヒー  セッテイ 

1.1.2.1. コーヒー  プレブルーイング 

26 メニューの設定



時刻表示形式の設定。この変更は時刻の表示/設定に関する全てに適用されます。“ジコク 
ケイシキ”を押してください。 

am/pm

ジコク　ケイシキ 

24 hr
AM／PM形式 24 hr24時間形式 

日付の設定 

マシンの電源オン／オフ（節電機能）のために日付は正確にセットしておくことが重要です。 
“ヒヅケ　セッテイ”を押してください。 

ゲンザイノ　ヒヅケ 

15/06/06

ヒヅケ　ケイシキ 

dd/mm/yy

このメニューで設定可能なこと： 

日付表示形式の設定 現在日付の設定 

現在日付の設定 

マシンの現在日付の設定。“ゲンザイノ　ヒヅケ”を押してください。 

6

ヒヅケ  セッテイ 

ゲンザイノ   ヒヅケ 
15/06/06 ＋又は－を押して年の 

設定をしてください 
＋又は－を押して月の 
設定をしてください 

year

6
Jun
15

Thursday
＋又は－を押して日の 
設定をしてください 

日付の設定にしたがって、 
曜日は自動的にセットさ 
れます。 

時刻形式の設定 

1.3.1.2. ジコク  ケイシキ 

1.3.2. ヒヅケ  セッテイ 

1.3.2.1. ゲンザイノ  ヒヅケ 

29

時刻の設定 

現在の時刻の設定 

マシンの電源オン／オフ（節電機能）のために時計は正確にセットしておくことが重要です。 
“ジコク　セッテイ”を押してください。 

現在時刻、スタンバイタイマー及び節電機能の設定が可能です。メインメニューの“ニ 
チジセッテイ”を押してください。　 

時刻の設定 日付の設定 

ゲンザイノ  ジコク 

08:00

ジコク  ケイシキ 

24 hr

時刻表示モードの設定 
（24時間あるいはAM／ 
PMの形式） 

時刻の設定 

マシンの現在の時刻を設定します。“ゲンザイノ　ジコク”を押してください。 

08

ジコク　セッテイ 

ゲンザイノ  ジコク 

08:00

00 min

時：＋又は－を押して 
設定します。 

分：＋又は－を押し 
て設定します 

デンゲン 
オン／オフ 

最終抽出後、スタンバ 
イモードへ入る時間の 

設定 

マシンの電源のオン／ 
オフを自動的に行う間隔 
を設定できます。（節電機 
能：3 つの間隔が設定可 
能です） 

このメニューで設定可能なこと。： 

このメニューで設定可能なこと。： 

  日時設定 

1.3 ニチジ  セッテイ 

1.3.1.ジコク  セッテイ 

1.3.1.1.ゲンザイノ  ジコク 

ジコク  セッテイ 

セツデンキノウ 

ヒヅケ  セッテイ 
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マシン　オン／オフ 

この設定を行うことにより、設定された頻度でマシンはON（使用可能な状態）とOFF（節電 
の状態）を切り替えます。これは主電源ボタンが押されている状態でのみ、実施されます。 

インターバル1
オン 00:00
オフ 00:00

オン 00:00
オフ 00:00

オフ 00:00
オン 00:00 

ヘイジツ 
セッテイ 

このメニューで設定可能なこと 

スイッチオン／オフ 
インターバル２の設定 

スイッチオン／オフ　 
インターバル１の設定 

マシンスイッチONのインターバル設定 

マシンスイッチONのインターバルを設定するためには、設定したいインターバルのキーを 
押してください。例“インターバル1”を押す。 

デンゲン 
オン ／ オ フ 

インターバル1
オ ン 00:00
オ フ 00:00 時間の設定は＋又は－を 

押して、行ってください。 

デンゲンオン 

インターバル2
 

インターバル3
 スイッチオン／オフ　 

インターバル３の設定 
インターバルを活用す 
る日の選別 

以下の条件が正しく設定されなくてはなりません。 
-マシンオン／オフの個々のインターバル 
-これらインターバルを活用する日 

マシンスイッチONのインターバルが重複しないようにしてください。 

07 h

30 min 分の設定は＋又は－を押 
して、行ってください。 

スイッチON時刻の設定が終了した 
ら、キーを押してスイッチOFF時 
刻を設定してください。 

1.3.4. デンゲン  オン／オフ 

1.3.4.1. インターバル1
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スタンバイモードの設定 
マシンが最終抽出後にスタンバイモードに入るまでの時間を設定できます。 

初期設定は＜3時間後＞です。 
“セツデンキノウ”を押してください。 

3ジカンゴ 

15フンゴ 30フンゴ 

1ジカンゴ 

日付表示形式の設定 

日付表示形式の設定：この変更は日付の表示/設定に関する全てに適用されます。“ヒヅケ 
ケイシキ”を押してください。 

mm/dd/yy

ヒヅケ   ケイシキ 

dd/mm/yy

mm/dd/yy形式 dd/mm/yydd/mm/yy形式 

yy/mm/dd

セツデン キノウ 

1.3.2.2. ヒヅケ  ケイシキ 

1.3.3. セツデ  ンキノウ 

設定時間が経過するとマシンはスタンバイ
モードに入ります。スタンバイモードから
出るには“スタート”を押してください。
ウォーミングアップと自己診断を実施した
後、再度、使用可能な状態に戻ります。 

30 日時設定



マシン内部水経路のクリーニング/メンテナンス管理を行ってください。 
メインメニューの“メンテナンス　セッテイ”を押してください。 

このメニューで設定可能なこと:

抽出されたメニューの 
抽出杯数の表示 

カウンター ブルーイング 
センジョウ 

ブルーイングユニッ 
トのクリーニングの 
実行。 

ジョセッカイ 
サギョウ 

58

ディスプレイ 
ロック 

除石灰のサイクルの表示 
（除石灰作業実施までに 
何リットル抽出可能か 
マシンが表示します） 

タッチスクリーンの 
一時的なロック。 
（例.ディスプレイの 
クリーニング時など） 

＜ メ ニ ュ ー 別 抽 出 杯 数 の カ ウン ト ＞ ＜ 部 分 カ ウン ト ＞ メ ニ ュー 

この機能は最終リセット後の全てのコーヒーメニューにおける抽出杯数を表示します。カ 
ウンターを押し、“リセットゴノ　ハイスウ”を押してください。 

エス プ レ ッ ソ 

      3

コー ヒ ー 

      5

抽出されたミディア 
ムコーヒーの杯数 

抽出されたエスプレッソ 
コーヒーの杯数 

カウ ン タ ー 

アメ リ カ ン タ イ プ 

      2

抽出されたロングコーヒ 
ーの杯数 

全ての部分的な（コー 
ヒーメニューのみ）カ 
ウンターのリセット 

リセ ッ ト 

このメニューで設定可能なこと:

メンテナンス設定 

1.4 メンテナンス   セッテイ 

1.4.1.2 リセットゴノ  ハイスウ 
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時間の設定は＋又は－を 
押して、行ってください。 

デ ン ゲ ン　オ フ 

09 h

00 min 分の設定は＋又は－を押 
して、行ってください。 

キーを押してスイッチON回数に戻 
ります。 

毎日におけるスイッチONの設定 

曜日をスクロール表示させて、インターバルを活用したい曜日を設定してください。 

ヘイジツ 
セッテイ 

インターバルを無効に 
設定する曜日 

曜日の設定 

インターバル1
オ ン  07:30
オ フ  09:00

Monday

インターバル2
オン 11:00
オフ 13:00

インターバル3
オン 7:00
オフ  1
1
9:00

毎日のインターバルを各種設定でき 
ます。 

設定された曜日が表示 
されます 

インターバルを 
有効に設定する 

曜日 

1.3.4.1. インターバル1

1.3.4.4. ヘイジツ　セッテイ 
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6

“ジョセッカイ　サギョウ” 
を押してください。 

＜ボ イ ラ ー 除 石 灰 サ イ ク ル ＞ メ ニ ュ ー 

自動除石灰サイクルの実施。 
除石灰は毎３－４ヶ月ごと、あるいはマシンがそれを指示した場合に実施する必要があり 
ます。マシンがスイッチをONにされると、自動的に除石灰剤の供給が開始されます。 

操作 中 は マ シ ン か ら 離 れ な い で く だ さ い 。 
警告 ！ 除 石 灰 剤 と し て 酢 は 決 し て 使 用 し な い で く だ さ い 。 

サエコ　デカルリキッドをお勧めしますが、通常のお店でお求めできるコーヒーマシンにと 
って毒性や有害でない、除石灰剤であれば使用できます。使用後の溶液は製造元の手引きあ 
るいは使用国での現行の規定に基いて処理してください。 

注：除石灰サイクル実施前の確認点： 
１． スチーム・給湯ノズルの下に十分な大きさの容器を置いてください。 
２． アクアプリマを外してください。 

ジョセ ッ カ イ 
サギ ョ ウ 

no

noyes

ジ ョ セ ッ カ イ　サ ギ ョ ウ ヲ 
ジッコ ウ シ マ ス カ ？ 

ノブを　　　の位置まで 
回してください。 

スチーム・給湯ノズル下 
に十分に大きな容器を置 
いてください。 

除石灰剤を水タンク内に 
注いで水を補充し、マシ 
ンにセットしてください。 

“yes”を押して開始します。 

除石灰は適正温度で実施されます。もし、マシンが冷えていた場合、適正温度に達する 
まで少しお待ちください。 
熱すぎる場合は、以下の手順でボイラーの温度を下げてください。 

上記のメッセージが表示 
されたら、ボイラーは正 
しい温度になりました。 

ミ ズ タ ン ク ニ 　デ カ ル ヲ 
イレ テク ダ サ イ 

ミ ズ タ ン ク ニ 　デ カ ル ヲ 
イレ テク ダ サ イ 

 　ボタンを押して、作 
業を開始してください。 

1.4.3 ジョセッカイ  サギョウ 
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1

2

“ブルーイング　センジョウ”を押してください。 

＜ク リ ー ニ ン グ サ イ ク ル＞ メ ニ ュー 

コーヒー抽出に使用されるマシン内部水経路をクリーニングします。 
ブルーイングユニットの洗浄はP40の通り、簡単に水洗いできます。 
このクリーニングではブルーイングユニットのメンテナンスができますので、専用の洗浄 
剤（サエコ　クリーニングタブレット）の使用をお勧めします。別売りとなっていますが、 
小売店でお求めできます。 

注：この機能を実施する前の確認点： 
１．スチーム・給湯ノズル下に十分な大きさの容器を置いて 
　　ください。 
２．ブルーイングユニット洗浄用のタブレットを粉末コーヒ 
　　ー投入口に投入してください。 
３．水タンクに水を補充してください。 

クリ ー ニ ング サ イ ク ル は 中 断 で き ま せ ん 。 
操作 中 は マ シ ン か ら 離 れ な い で く だ さ い 。 

ブル ー イ ン グ 
セン ジ ョ ウ 

no

ミ ズ タ ン ク ニ 　ミ ズ ヲ ホ ジ ュ ウ シ 、 
タ ブ レ ッ ト ヲ　イ レ テ ク ダ サ イ 

yes
指示された通り、クリー 
ニングタブレットが投入 
されたかを確認してくだ 
さい。“yes”を押します。 

ブ ル ー イ ン グ　セ ン ジ ョ ウ 

クリーニングサイクルが終了す 
るまでお待ちください。（約４ 
分）マシンはメインメニューに 
戻ります。 

1.4.2 ブルーイング  センジョウ 
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1

2

“ディスプレイロック”を押してください。 

＜デ ィ ス プ レ イ ロ ッ ク ＞ メ ニ ュ ー 

ディスプレイのクリーニングをしてください。タッチ画面のディスプレイは湿らせた布か 
適切なディスプレイ専用クリーナーでクリーニングできます。 

溶剤、アルコール、ざらざらした洗剤や刃物類などディスプレイを傷つける恐れのあるも 
のの使用は避けてください。 

ディ ス プ レ イ 
ロッ ク 

カイ ジ ョ 

デ ィ ス プ レ イ　ロ ッ ク チ ュ ウ 

カイ ジ ョ 

デ ィ ス プ レ イ　ロ ッ ク チ ュ ウ 

ディスプレイの再起動は下部の 
右角にあるカイジョを押します。 
その際（２秒以内に）上部の左 
角に再度カイジョと表示されま 
すので、押してください。 
（このメッセージは最初のキーを 
押すことで表示されます） 
 

1.4.4 ディスプレイ    ロック 

1.4.4 ディスプレイ    ロック 
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7

13

8 9

10 11 12

14

除石灰剤の溶液を使い切る 
と以下のメッセージが表示 
されます。 

水タンクを外して、除石 
灰剤が残らないように新 
鮮な飲料水ですすいでく 
ださい。その後、新鮮な 
飲料水で再度水タンクを 
満たしてください。 

水タンクをセットしてく 
ださい。 

キーを押して、マシン水 
経路のリンス（すすぎ）を 
行ってください。 

マシンがリンスサイクル 
を実施します。リンスサ 
イクル中にマシンが水タ 
ンクの水の補充を要求す 
るかもしれません。 

マシンは給湯のラインを 
通って除石灰剤を何回か 
に分けて抽出します。抽 
出は、より効果を高める 
ために所定の間隔をあけ 
て行われます。 

除石灰の過程が確認でき 
るように、上記の表示が 
表示されます。 

リンスサイクルが終了し 
たら以下の画面が表れま 
す。水タンクを外してく 
ださい、アクアプリマを 
再びセットして下さい。 
（もし必要なら）、そして 
新鮮な飲料水で満たして 
ください。 

ノブを停止位置（　）まで 
回してください。 

 除石灰が完了したら、ドリ 
ンクメニュー抽出のために 
メインメニューに戻ってく 
ださい。 

ジ ョ セ ッ カ イ　サ ギ ョ ウ 
ミ ズ ヲ　ホ ジ ュ ウ シ テ ク ダ 

サイ 

ミ ズ タ ン ク ニ ミズヲイレテ 
クダサイ ミ ズ ヲ ホジュウシテ 

クダサイ 

ジ ョ セ ッ カ イ　サ ギ ョ ウ 

ジ ョ セ ッ カ イ　サ ギ ョ ウ 

テキスト 
ヒョウジ  

8:  30 am
15/06/06 メニュー 
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4 65

987

付属のクリーニングブラ 
シで粉末コーヒーの投入 
口を掃除してください。 

スイッチを切り、電源を 
抜いてください。 

水タンクとタンクカバー 
を水洗いしてください。 

ドリップトレイを外し、 
排水を捨てて洗ってくだ 
さい。 

コーヒーカス容器を外し 
てください。 

ディスプレイを乾いた布で 
拭いてください。 

スチーム・給湯ノズルサ 
ポート（黒い部分）を外 
して洗浄し、再挿入して、 
外筒部分も取り付けてく 
ださい。 

スチーム・給湯ノズルの 
外筒部分を引き抜いて外 
します。 

 
以下に述べるクリーニングは毎週実施してください。 
注：水が容器に残ったまま数日経過したら使用しないでください。 

警告！機械を水に浸けないで下さい。 

スイッチを切った状態あるいはディスプレイに指示が出ていない時にコーヒーカスを取 
り除くと、カスを排出する回数はリセットされません。この理由により、２、３杯抽出 
しただけなのに、画面に“コーヒーカス容器を空にしてください”のメッセージが現れ 
ることがあります。 

空にして洗ってください。 

マシンの通常クリーニング 
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1

2 3

出荷 時 の 設 定 

このメニューには出荷時の設定を復元するための機能も含まれています。“ショキセッテイ” 
を押してください。 

もし“yes”を選択した場合、再度、 
逆転キーによる確認を行います。 

“yes”を選ぶことで、ユーザー側 
で設定した設定が復元されます。 

ユー ザ ー 側 で 設 定 し た 条 件 が 全 て 失 わ れ 、 復元 は で き ま せ ん 。 初期 設定 に 戻 っ た 後 、 もし 、 必要 
であ れ ば 、 すべ て の マ シ ン 機 能 の 再 設 定 を す る 必 要 が あ り ま す 。 

すべてのパラメターは復元されます。 

このメニューはマシンに設定されているスペシャル機能にアクセスするためのものです。 
メインメニューの“スペシャル　キノウ”を押してください。 

ショ キ セ ッ テ イ 

メニ ュ ー スペ シ ャ ル 
キノ ウ 

ショ キ セ ッ テ イ 

yes no

yesno

ヨロ シ イ デ ス カ ？ 

yesno

オマ チ ク ダ サ イ 

シ ョ キ セ ッ テ イ ニ　モ ド シ マ ス カ ？ 
セッテ イ シ タ　ス ベ テ ノ　セ ッ テ イ ガ 

キエマス 

  スペシャル機能 

2.1 スペシャル   キノウ 

2.1.1. ショキセッテイ 

2.1.1. ショキセッテイ 2.1.1. ショキセッテイ 
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画面 に 表 れ る 案 内 メ ッ セ ー ジ メ ッ セ ー ジ の 消 し 方 

マメヨウキカバーヲ　シメテクダサイ ド リンクメニューの抽出できるようにするた 
め、コーヒー豆容器カバーを閉めます。 

マメヲ　イレテクダサイ 豆容器にコーヒー豆を補充してください。 

ブルーイングユニットヲ　セットシテク 
ダサイ 

ブルーイングユニットを挿入してください。 
（P40参照） 

カスヨウキヲ　セットシテクダサイ コーヒーカス容器を挿入してください。 

カスヨウキノ　カスヲ　ステテクダサイ カス容器を外して、空にしてください。 
注：カス容器はマシンの指示があった時、あ 
るいはマシンが ON の時にのみ空にしてくだ 
さい。マシンが停止中にカスを捨てても、こ 
の動作は記憶されません。 

サイドドアガ　アイテイマス マシンを起動するためにはサイドドアが閉ま 
っていなければいけません。 

ミズヲ　ホジュウシテクダサイ 水 タンクを外し、新鮮な飲料水を入れてくだ 
さい。 

ドレイントレイノ　ミズヲ　ステテクダ 
サイ 

サイドドアを開け、ブルーイングユニットの 
下のリンシングトレイを空にしてください。 

アクアプリマヲ　コウカンシテクダサイ アクアプリマ以下の場合に交換してください。 
1. 60リットルの水をろ過した時 
2. 設置から90日を経過した時 
3. マシンを20日間使用しなかった時 

注：上記のメッセージはアクアプリマ機能の 
＜inserted＞ が選ばれている時のみ表示され 
ます。（P24参照） 

カラフェガ　アリマセン 

ミルクアイランドガ　アリマセン 

スチーム・給湯ノブが  位置を指し、ミルク 
アイランドがセットされていない時、あるい 
は、水タンクが正しい位置にないときは、ミ 
ルクアイランドの正しい取り付けまたは水タ 
ンクを正しく置いてください。でなければノ 
ブは停止位置（　）まで回してください。 

ジョセッカイ マシン水経路の除石灰作業は必ず行ってくだ 
さい。 

セツデンチュウ 

スタンバイ 

節電機能あるいはスタンバイモードから抜け 
るにはstartを押してください。 

41エラーコード

1 2

7 8 9

3

4 5 6

サイドドアを開き、コー 
ヒーカス容器を外してく 
ださい。 

ブルーイングユニットは少なくとも週に一度は掃除ください。 

ブルーイングユニットは温水で洗ってください。 

警告：ブルーイングユニットの正確な動作に支障を来たす恐れがあるため洗剤で洗わな 
　　　いでください。また皿洗い機で洗わないでください。 

ブルーイングユニットと 
フィルターを洗い、乾燥 
させてください。 

プッシュボタンを押して 
ブルーイングユニットを 
取り外してください。 

洗浄し、乾燥したブルー 
イングユニットを挿入し 
ます。その時、プッシュ 
ボタンは押さないでくだ 
さい。 

ブルーイングユニットが 
休止位置にあることを確 
認してください。二つの 
マークが合っている必要 
があります。 

サイドドアを閉じてくださ 
い。 

コーヒーカス容器を挿入 
してください。 

各部品が正しい位置にセット 
されていることを確認してく 
ださい。図に示したフックは 
正しい位置になければなりま 
せん；正しい位置を確認する 
には“プッシュ”ボタンをしっ 
かり押してください。 

ブルーイングユニットの 
後ろの部分のレバーはユ 
ニットの基部に接触して 
いなければいけません。 

ブルーイングユニットのクリーニング 
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故障 
・落下させたりした後、故障を確信又は予感できる場合、使用しないでください。 
・故障修理は全て弊社技術・流通センターか指定のサービスセンターに依頼して下さ 
い。 
・欠陥のある電源ケーブルの付いたマシンを使用しないでください。損傷した場合は 
製造元あるいは指定サービスセンターに取替え依頼をしてください。（警告!　電流!） 
・サイドドアを開ける前にはマシンの電源を落としてください。火傷の危険性あり！ 

クリーニング／除石灰 
・ミルクとコーヒー経路のクリーニングにはマシンに用意された推奨洗剤のみご使用 
ください。これらの洗剤は他の目的には使用しないでください。 
・マシンクリーニングの前には、メインスイッチをOFF（０）にして、ソケットから 
プラグを抜き、クールダウンさせておいてください。 
・マシンを水に浸けたり、水しぶきが掛からないように気をつけてください。 
・マシンパーツをオーブンや電子レンジなどで乾かさないでください。 
・一定期間以上使用されなかった場合は、マシン及びその構成部品は清掃、洗浄をし 
てからご利用ください。 

交換部品 
安全上の理由から、オリジナル交換部品及びオリジナルアクセサリーのみご使用くだ 
さい。 

廃棄処理 
・包装資材はリサイクルできます。 
・マシン：プラグを抜いて、電源コードを切ってください。 
・マシンと電源コードをサービスセンターあるいは公共の廃棄物処理場へ引き渡して 
ください。 

この製品はＥＵ指令２００２/９６/ＥＣに適合しています。 
マシンや包装箱についているシンボルはこの製品が家庭用廃棄物として処理できない 
かもしれないことを示しています。代わりに電気、電子器具のリサイクルのための適 
切なごみ集積場へ引き渡すことになります。 
この製品を正しく廃棄することを保証することによって、不適切な廃棄処理によって 
もたらされる環境と人の健康に対する悪影響を予防する助けとなります。 
この製品に対するさらに詳しいリサイクル情報については、地域の市役所、ごみ処理 
業者、あるいは製品を購入したお店にお問い合わせください。 

危険 
・お子様や操作方法の説明を受けてない方のマシン使用はおやめください。 
・子供のマシン使用は危険です。子供だけにする時はプラグを抜いておいてください。 
・子供の手の届くところにコーヒーマシンの箱を置いたままにしないでください。 
・お湯やスチームが出ている先を自分や他人へ向けないでください。火傷の危険があ 
ります。 
・マシンの開口部から物を差し込まないでください。（危険！電流！） 
・濡れた手足でプラグに触れないでください。ケーブルを引っ張ってプラグを抜いた 
りしないでください。 
・警告。　お湯、スチーム及び給湯ノズルへの接触による火傷の危険性。 

火災予防 
火災の場合は炭酸ガス消火器をお使いください。 
水及び粉末消火器は使用しないで下さい。 
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緊急時の対応 
即座にコードをソケットから引き抜いてください。 

本機は以下の条件下でご使用ください。 
・屋内での使用 
・コーヒー、給湯、ミルク泡立て用としての使用 
・家庭用 
・精神的、肉体的に異常のない大人による使用 

使用上の注意 
・危険防止のためマシンを上記以外の条件下では使用しないでください。 
・説明書に書いてある材料以外は使わないでください。 
・容器に材料を投入する時は他の容器の蓋を閉じてください。 
・新鮮な飲料水をお使いください：お湯や他の液体の使用はマシンへ損傷を与える可 
能性があります。 

・炭酸水は使わないでください。 
・コーヒーグラインダーに手を入れたり、コーヒー以外の物をいれないでください。 
・コーヒーグラインダーに手を触れる時は、あらかじめメインスイッチを切り、コー 
ドをソケットから抜いてください。 

・インスタントコーヒーや生豆をコーヒー豆容器に投入しないでください。 
・液晶ディスプレイの操作に指以外の物は使用しないでください。 

電源の接続 
電源の接続は使用国の現行安全規則に従ってください。 
マシンを接続するソケットは： 
・マシン付属のプラグに適合したものを使用ください。 
・マシンの銘板に記載された定格電力に見合う容量の電源をご用意ください。 
・有効なアース接続をして下さい。 

電源コードは:
・火災、感電、事故予防のために、水、その他の液体に浸からない様にして下さい。 
・つぶされたり、尖った物に接触させないでください。 
・マシンを動かすために引っ張らないでください。 
・傷んだら使わないでください。 
・湿ったり、濡れた手で触らないでください。 
・コイル状に巻いた状態で使用しないでください。 
・いじらないでください。 

設置 
・硬い、固定された平らな床を選んでください。(傾斜は２°以内)
・水のかかる場所に設置しないでください。 
・適正使用温度：摂氏10℃～40℃/華氏50°F-104°F
・上限湿度：90％ 
・十分に明るく、換気の良い、清潔な場所に設置し、ソケットは簡単に近づける場所 
にあること。 

・熱源の上に置かないで下さい。 
・マシン壁と料理用ホットプレートとの間は、10cm / 4インチ以上離してください。 
・マシンは０℃/華氏32度以下になるかもしれない環境下で使用しないで下さい。もし、 
このような環境下にさらされる場合は、弊社技術・流通センターに連絡いただけれ 
ば安全点検を行います。 

・可燃物、危険物の近くでマシンを使用しないでください。 
・爆発性雰囲気、高濃度の浮遊ダスト、オイルミストなどが存在する場所での使用は 
避けてください。 

・マシンを他の機器の上に設置しないでください。 

SOS
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修理依頼日 

備　　　考 

ご 依 頼 主 

マ シ ン 名 
Talea  Touch（タレア　タッチ） 

故 障 状 況  

見積書提出 

修理完了機 
のご返送先 

お　名　前 

ご　住　所 

電話番号 

FAX番号 

□ マシン下より水漏れ　　　　　　　□ お湯抽出せず　 

□ 空気抜き表示解除できず　　　　　□ スチーム出ず　 

□ 動作時異音　　　　　　　　　　　□ 適正温度待ち解除せず 

□ コーヒー抽出せず　　　　　　　　□ グラインダー動かず　 

□ 破損 

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　） 
□ 要　／　□ 不要　  

　　　　　年　　　　　月　　　　　日 

ご依頼主と 
違う場合のみ （　　　　　） 

シリアルNo.【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】 
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保証書 
● このサエコ エスプレッソマシンには、保証書を別途添付しております。 
● 保証書は、必ず「お買い上げ日、販売店名」などの記入をお確かめの上、大切に保管し
てください。 

● このサエコ エスプレッソマシンの保証期間はお買い上げいただいた日から１年間です。
その他、詳しくは保証書をご覧ください。 

 
 
補修用性能部品の保有期間 
● 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品を指します。 
● 本エスプレッソマシンの補修用性能部品保有期間は、製造打ち切り後、5年です。 
● 保有期間経過後も部品を保有している場合がございますので、お問い合せください。 
 
 
ご不明な点や修理に関するご相談は 
● ご不明な点や、修理に関するご相談は下記へご連絡ください。 
● 35、36ページの記載に従って製品を調べていただき、なお異常がある時は使用を中止
し、コンセントから電源プラグを抜いてから下記へご連絡ください。 

 
日本サエコ株式会社　技術・流通センター 

TEL：050-5525-7025 
 
平　　　日：AM   9：00 ～ PM 18：00 
土・日・祝日：AM 10：00 ～ PM 17：00 

 
 
修理のご依頼は 
● 故障と間違えやすい状況が発生することがございますので、35、36ページの記載を事前
にご確認ください。また、ご依頼の前に技術・流通センターへご相談されることをお薦
めいたします。 

● 修理を依頼される際は次頁に必要事項をご記入の上、お手数ですが製品を梱包していた
だき、下記までご送付ください。（宅配便利用：お送りいただく際の送料は、お客様の
ご負担となることをご了承ください） 

日本サエコ㈱ 東京サービスセンター 
　　　　　　　　　   （東日本担当） 

〒103-0024 
東京都中央区日本橋小舟町10-2 
阪英第２ビル 

電話：050-5525-7025 
　　　　（弊社  技術流通センターの電話番号です） 

日本サエコ㈱ 西日本サービスセンター 

〒665-0823 

兵庫県宝塚市安倉南1-9-41 

 

電話：0797-84-0344 
　　　　（平日　AM 9：00～PM 18：00） 

44 保証とアフターサービスについて
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技術データ 

 公称電圧 器具のラベル参照 

 電源 器具のラベル参照 

 電力定格 器具のラベル参照 

 本体材料 ABS－熱可塑性プラスティック 

 サイズ（幅×奥行×高さ） 　　　　　　320×370×400 mm ‐12.60”x14.57”x15.75” 

 重量 9 Kg ‐ 19.8 lbs

 電源コードの長さ 1200 mm ‐ 47.24” 

 コントロールパネル フロント（タッチスクリーン） 

 水タンク容量 1.7リットル‐57.5オンス / 取り外し可能 

 ポンプ圧力（気圧） 15気圧 

 ボイラー ステンレス製 

 コーヒーグラインダー セラミックグラインダー 

豆容器容量 250グラム‐8.9オンス 

コーヒーの分量  7 - 10.5グラム / 0.25‐0.37 オンス 

 コーヒーカス受け容量 14

 安全装置 ボイラ圧安全弁 - 2重安全サーモスタット 

改良のため、仕様および性能の一部を予告なく変更することがありますので、あらかじめ 
ご了承ください。 

本エスプレッソマシンは、電磁適合性に関してEU指令 89 / 336 / EEC（イタリア政令476日 
付04/12/92付）の基準に適合しています。 
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